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   Intimate anatomical relationship of the pancreas to the left kidney may lead to pancreatic 
cutaneous fistula as a complication of left nephrectomy. We report 2 cases of pancreatic 
cutaneous fistulas that developed as a result of surgical trauma to the pancreas during left 
nephrectomy. The diagnosis was confirmed when amylase in the drainage was increased. 
Fistulas closed spontaneously by adequate drainage in 55 and 33 days postoperatively. 
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緒 言
左腎と膵 とは解剖学的に近接 している関係か ら,左
腎摘除のさいに膵を損傷する可能性があるが,そ の頻
度はまれのようである.われわれは左腎摘除術後に膵



























結果,左 腎孟尿管腫瘍 と診断し,左 腎尿管摘除術およ
び膀胱部分切除術をおこなった.
腎摘除術は腰部斜切開で施行したが,腎 は腫大し,















































黄 白濁 した 滲 出液 が515mlみ とめ られ た,術 後5日
目に 滲 出 液 の ア ミラー ゼ値 を測 定 した と ころ114×103
単 位 で,膵 疲 で あ る こ とが 確i認され た.滲 出液 は術 後
16日目 まで は200～500ml/日み られ た が,17日 目か
らは200ml/日 以 下,21日 目以後 は100ml/日 以下
と な った が,22日 目の滲 出 液 ア ミラー ゼ値 は な お148
×103単位 で あ った.術 後30日目に は,ド レー ンよ り
の排 液 が ほ とん ど な くな った の で,33日 目に ド レー ン
を 抜 去 した が,そ の後 の経 過 は 良 好 であ った(Fig.
1).
摘 出 腎 尿 管 の病 理 組 織 診 断 は腎 孟 お よび 尿 管 の移 行
上 皮 癌,gradc4であ った.
考 察







生 じたのは,こ こに報告 した腎血管筋脂肪腫および腎












管 とくに 主膵管を 損傷することは ないので,損 傷部
を非吸収 性の糸で縫合し,ド レーンをおくのみでよ
い2・4).
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